
住
み
や
す
い
環
境
の
保
持
や
緊
急

車
両
の
通
行
確
保
な
ど
を
目
的
に
狭

い
市
道
の
拡
幅
整
備
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

建
築
基
準
法
で
は
、
敷
地
が
、
幅

員
４
ｍ
以
上
の
道
路
に
接
し
て
い
な

け
れ
ば
、
建
築
物
を
建
設
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
建
築
基

準
法
第
42
条
第
２
項
道
路
に
指
定
さ

れ
て
い
れ
ば
、
幅
員
が
４
ｍ
未
満
の

道
路
で
あ
っ
て
も
中
心
か
ら
２
ｍ
の

線
を
道
路
の
境
界
線
と
み
な
し(

図

Ａ
）、
そ
の
線
ま
で
後
退
す
る
こ
と

に
よ
り
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(

本
庁
管
内
の
都
市
計
画
区
域
内
に

限
る)後

退
用
地
や
す
み
切
り
用
地
を
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、
そ

の
面
積
に
応
じ
て
報
奨
金
を
交
付
し

ま
す
。
狭
あ
い
道
路
に
接
し
て
建
築

行
為
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
建
築

確
認
申
請
を
提
出
す
る
前(

お
お
む

ね
２
カ
月
前)

に
、
建
築
住
宅
課
建

築
指
導
係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

建
築
物
の
安
全
は
、
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
は
と
て
も
大
切
で
す
。

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が
完
成

し
た
場
合
は
、
必
ず
完
了
検
査
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
建

築
物
の
地
震
や
火
災
な
ど
に
対
す
る

安
全
性
、
環
境
衛
生
の
基
準
、
良
好

な
市
街
地
環
境
の
確
保
な
ど
、
基
本

的
な
性
能
が
法
律
に
適
合
し
て
い
る

か
を
検
査
す
る
も
の
で
す
。

検
査
後
に
発
行
さ
れ
る
検
査
済
証

は
、
建
築
物
が
法
律
に
適
合
し
て
い

る
と
確
認
さ
れ
た
証
で
あ
り
、
建
築

物
の
売
買
や
増
改
築
の
際
に
必
要
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
査
済
証

は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ー
ポ
ー
ト
や
物
置
な
ど
小
規
模

の
建
物
も
、
基
礎
の
形
状
に
関
係
な

く
建
築
物
と
な
り
ま
す
。
建
築
物
は

増
築
の
場
合
、
10
㎡
を
超
え
る
と
建

築
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
さ
ら
地
の
場
合
は
、
面
積
に

関
係
な
く
全
て
の
建
築
物
で
、
建
築

確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。(
本
庁

管
内
の
都
市
計
画
区
域
内
に
限
る)

建
築
確
認
を
受
け
ず
に
建
て
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
お
近
く
の
建
築
士

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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広報ぬまた 平成30年５月１日

市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－367411

胃がん検診に胃内視鏡検診(胃カメラ)が加わります

50歳以上で偶数年齢の人は、胃内視鏡検診(胃カメラ)または胃バリウム検診のどちらかを

選択して受診してください。なお、重複しての受診はできません。

受診期間 ６月１日(金)～来年２月28日(木)

ところ 個別検診(指定医療機関での受診)

対象 50歳以上の偶数年齢の人

※80歳以上の偶数年齢の人で受診を希望する人は、主治医に相談の上、申し込みをしてください

費用 2,000円(生活保護受給者は自己負担なし)

申し込み 受診シールを持参して、健康課窓口で手続きをしてください。受診時に必要な書類をお渡しします

その他 詳細は、５月中旬に郵送される｢平成30年度検診等のお知らせ｣封筒内の｢検診等のお知らせ｣をご覧ください

問い合わせ 健康課予防係(保健福祉センター内)1内線７６２０７へ

出張年金相談の事前予約ができます

毎月第１、第３木曜日に開催している出張年金相談の事前予約が、６月開催の相談か

らできるようになります。予約は渋川年金事務所で受け付けていますので、基礎年金番

号の分かる年金手帳や年金証書などを準備の上、電話で予約をしてください。

※市役所で事前予約の受け付けはしていません

※予約がなくても相談は可能ですが、長時間お待ちいただく場合があります

※５月開催の相談までは、当日の受け付け順です

問い合わせ 渋川年金事務所お客様相談室1０２７９○22１６１４へ

不育症治療費助成事業

本年度より不育症治療をされている夫婦の経済的負担

を軽減するために、不育症治療に要した医療費の一部助

成を開始します。

助成要件

▼法律上の婚姻関係にある夫婦で、市内に１年以上住所

を有する者

▼市税などの滞納をしていない医療保険加入者

助成対象 医師が認めた不育症治療で、医療保険診療お

よび医療保険適用外の不育症治療に要する費用が助成

対象になります

助成内容

▼助成する額は、不育症治療に要する本人負担額の２分

の１に相当する額(1,000円未満の端数があるときは、

これを切り捨てた額)で限度額は年額20万円です

▼助成金の交付は１年度につき１回とし、通算５回を限

度とします

申し込み・問い合わせ 健康課保健係(保健福祉センタ

ー内)1内線７６２０５へ

骨髄移植ドナー支援事業

骨髄を提供するには、健康診断、骨髄採取などのため

の通院や入院が必要になり、時間的拘束が経済的負担と

なっています。

骨髄または末梢血管細胞を提供した人に対して経済的

負担を軽減させ、骨髄などの提供者およびドナー登録者

の増加を図り、骨髄移植を推進するために助成金を交付

します。

助成対象 次の①から⑤全てに該当する人。①骨髄な

どの提供を行った日において市内に住所を有する②

ドナー休暇制度を設けている企業または団体に属さ

ない③他の自治体などが実施する同種同類の助成金

などを受けていない④市税などに滞納がない⑤沼田

市暴力団排除条例に規定する暴力団員等でない

助成額 骨髄などの提供に係る通院または入院に要し

た日数に２万円を乗じて得た額とし、１回の骨髄提

供について14万円を上限とします

申し込み・問い合わせ 健康課予防係(保健福祉センタ

ー内)1内線７６２０６へ

建
築
住
宅
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅
課
建
築
指
導
係
1

内
線
４
２
１
９

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業

完
了
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

小
規
模
建
築
物
の
建
築
確
認

◆図Ａ

◆面積当たりの奨励金額

区分

後退用地

すみ切り用地

奨励金額

20㎡以下の面積

20㎡を超え40㎡以下の面積

40㎡を超える面積

１カ所

２万円

４万円

６万円

２万円

高齢者各種助成をご利用ください
問い合わせ　高齢福祉課介護保険係(東原庁舎内)1内線７７２５３

高齢福祉課介護保険係、市民
課市民戸籍係、ふれあい福祉
センター、利南・池田・薄根・川
田公民館、白沢・利根支所生活
係、利根出張所

高齢者証
※高齢者証は高齢福祉課で発
行しています。年齢と住所
が確認できる保険証などを
お持ちください。高齢福祉
課以外で申請された場合、
後日郵送されます

利用できるバス路線は、
市内で運行されている
関越交通バスで、アップ
ル号は利用できません

市内に住民登
録のある65歳
以上の人

敬老バスカード4,350円
分を2,000円で販売

敬老
バスカード　
助成

高齢福祉課介護保険係、白
沢・利根支所生活係

印鑑、本人確認ができる物

本年度中に70歳になる人
は、３カ月に１枚の割合
で助成券を交付します。
助成対象となる、はり･
きゅう･マッサージの施
術者は、申請窓口で確認
してください

市内に住民登
録のある70歳
以上の人

１回1,500円の助成が受
けられる助成券を交付
※年間４枚

はり･きゅう･
マッサージ費
助成

高齢福祉課介護保険係、市民
課市民戸籍係、利南・池田・
薄根・川田公民館、白沢・利
根支所生活係

印鑑、本人確認ができる物
助成対象となる温泉施設
は、申請窓口で確認して
ください

市内に住民登
録のある75歳
以上の人

市内温泉施設１回の利用
につき200円を助成
※年間本人12枚、同伴者
４枚の助成券を交付

温泉施設
利用
助成券

名称 助成内容 対象 販売窓口 持参する物 注意事項

まっしょう


